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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第115期
第２四半期
連結累計期間

第116期
第２四半期
連結累計期間

第115期

会計期間
自 平成27年５月１日
至 平成27年10月31日

自 平成28年５月１日
至 平成28年10月31日

自 平成27年５月１日
至 平成28年４月30日

売上高 (千円) 7,903,658 9,148,189 16,504,532

経常利益 (千円) 309,243 591,899 909,137

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 150,543 344,681 594,107

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 172,550 263,271 487,470

純資産額 (千円) 4,081,867 4,569,110 4,396,787

総資産額 (千円) 18,532,263 18,657,625 19,277,041

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 58.03 132.86 229.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 21.4 23.9 22.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 591,563 1,280,930 1,048,991

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △105,596 △307,446 △313,910

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △352,561 △723,236 △670,868

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 417,270 578,875 343,988
 

 

回次
第115期
第２四半期
連結会計期間

第116期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年８月１日
至 平成27年10月31日

自 平成28年８月１日
至 平成28年10月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 33.35 100.68
 

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．平成28年11月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、英国のEU離脱問題や米国の大統領選を世界中が注目する中、

将来に対する慎重な見方から、円高・株安が進みましたが、国内企業は、政府の経済対策や日銀の金融緩和もあ

り、設備投資や雇用環境に改善が見られ、緩やかな回復基調で推移しました。

当社グループ主力ユーザーの漁業関連業界におきましては、台風や爆弾低気圧発生等の異常気象による海況異変

や円高による水産物の輸出量の減少が懸念されることなど厳しい状況にありますが、前期に引き続き漁船漁業の水

揚げ及び経営環境は概ね安定しております。

このような状況のもと、当社グループの売上高は、北海道地区等の定置網部門や陸上用ネットの施工工事の受注

が順調であったため、前年同期と比べて増加しました。営業利益は、付加価値の高い定置網の売上高が増加したこ

とや生産効率の向上に継続的に取り組んでいること及び経費削減の努力により前年同期と比べて増加しました。営

業外損益では、持分法による投資利益を計上しましたが、ドル安により為替差損が発生しました。また、仕立作業

場の取壊しに伴う特別損失を計上しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は9,148百万円（前年同期比15.7％増）、営業利益は727百万円

（前年同期比80.8％増）、経常利益は591百万円（前年同期比91.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

344百万円（前年同期比129.0％増）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

[漁業関連事業]

売上高は7,781百万円（前年同期比15.0％増）となりました。主な要因は、養殖網部門の受注はやや低調でした

が、前期に引き続き北海道地区の定置網部門の受注は好調だったことによるものです。利益面は、付加価値の高い

定置網の売上高が増加したことにより、セグメント利益は688百万円（前年同期比64.9％増）となりました。

[陸上関連事業]

売上高は1,362百万円（前年同期比20.7％増）となりました。主な要因は、陸上用ネットの施工工事の受注が順調

に推移したこと及び産業用資材の受注が回復してきたことによるものです。利益面は、売上高が増加したことによ

り、セグメント利益は39百万円（前年同期は15百万円の損失）となりました。

[その他]

前期に引き続き機械の部品加工等の受注が低調に推移したこと等により、売上高４百万円（前年同期比50.5％

減）となりました。利益面は、売上高が減少したことにより、セグメント損失は０百万円（前年同期は０百万円の

利益）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ619百万円減少し、18,657百万円となり

ました。その主な内容は以下のとおりであります。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べ528百万円減少し、13,197百万円となりました。これは、現金及び預金は増

加しましたが、売上債権が減少したこと等によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ90百万円減少し、5,458百万円となりました。これは、減価償却により有形

固定資産が減少したこと等によるものです。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ1,085百万円減少し、7,915百万円となりました。これは、仕入債務及び短

期借入金が減少したこと等によるものです。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ294百万円増加し、6,172百万円となりました。これは、長期借入金が増加

したこと等によるものです。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ172百万円増加し、4,569百万円となりました。これは、利益剰余金が増

加したこと等によるものです。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末と比べ

234百万円増加し578百万円となりました。その主な内容は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、1,280百万円（前年同期は591百万円の資金の

増加）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益の計上及び売上債権の減少等があったことによるもので

す。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、307百万円（前年同期は105百万円の資金の減

少）となりました。これは、有形固定資産の取得による支出等があったことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、723百万円（前年同期は352百万円の資金の減

少）となりました。これは、短期借入金の返済等があったことによるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は93百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000
 

(注) 平成28年７月27日開催の第115回定時株主総会の決議により、平成28年11月１日付で株式併合に伴う定款変更を

実施しております。これにより、提出日現在の発行可能株式総数は57,600,000株減少し、6,400,000株となって

おります。

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年10月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年12月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,050,000 2,605,000

東京証券取引所
(市場第一部)
名古屋証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は、100株であり
ます。

計 26,050,000 2,605,000 ― ―
 

(注)　平成28年７月27日開催の第115回定時株主総会決議により、平成28年11月１日付で普通株式10株につき１株の割

合で株式併合及び1,000株を100株とする単元株式数の変更を実施しております。これにより提出日現在の発行

済株式総数は23,445,000株減少し、2,605,000株となっております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年10月31日 ― 26,050,000 ― 1,378,825 ― 510,292
 

(注)　平成28年７月27日開催の第115回定時株主総会決議により、平成28年11月１日付で普通株式10株につき１株の割

合で株式併合を実施しております。これにより発行済株式総数は23,445,000株減少し、2,605,000株となってお

ります。
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(6) 【大株主の状況】

平成28年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社土屋 広島県福山市一文字町14番14号 2,159 8.28

日東製網従業員持株会 広島県福山市一文字町14番14号 1,105 4.24

山田　充男 千葉県市川市 941 3.61

小林　宏明 広島県福山市 900 3.45

日東製網取引先持株会 広島県福山市一文字町14番14号 861 3.30

株式会社広島銀行 広島県広島市中区紙屋町一丁目３番８号 550 2.11

林田　芳太郎 福岡県福岡市 500 1.91

山田　恵子 千葉県市川市 452 1.73

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番10号 352 1.35

東レ株式会社 東京都中央区日本橋室町二丁目１番１号 318 1.22

計 ― 8,139 31.24
 

 

 
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

108,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,822,000
25,822 同上

単元未満株式
普通株式

120,000
― 同上

発行済株式総数
普通株式

26,050,000
― ―

総株主の議決権 ― 25,822 ―
 

 

(注) １ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式215株が含まれております。

２　平成28年７月27日開催の第115回定時株主総会決議により、平成28年11月１日付で普通株式10株につき１株

の割合で株式併合及び1,000株を100株とする単元株式数の変更を実施しております。これにより提出日現在

の発行済株式総数は23,445,000株減少し、2,605,000株となっております。
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② 【自己株式等】

  平成28年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日東製網株式会社

東京都港区新橋
二丁目20番15-701号

108,000 ― 108,000 0.41

計 ― 108,000 ― 108,000 0.41
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
経営管理本部本部長

取締役
経営管理本部本部長

杉森　和夫 平成28年８月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年８月１日から平成

28年10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年５月１日から平成28年10月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年10月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 757,562 1,082,060

  受取手形及び売掛金 7,409,278 6,409,326

  商品及び製品 3,632,851 3,711,054

  仕掛品 779,078 768,131

  原材料及び貯蔵品 1,028,654 975,721

  繰延税金資産 93,730 95,669

  その他 325,156 443,257

  貸倒引当金 △299,792 △287,385

  流動資産合計 13,726,519 13,197,836

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 2,198,477 2,158,782

   その他（純額） 1,982,941 1,822,470

   有形固定資産合計 4,181,418 3,981,252

  無形固定資産 64,577 53,471

  投資その他の資産   

   長期営業債権 705,323 720,945

   その他 1,360,353 1,466,752

   貸倒引当金 △763,297 △764,147

   投資その他の資産合計 1,302,380 1,423,550

  固定資産合計 5,548,376 5,458,274

 繰延資産 2,144 1,514

 資産合計 19,277,041 18,657,625
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年10月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  3,801,533 3,315,916

  短期借入金 3,881,219 2,848,676

  1年内償還予定の社債 - 100,000

  賞与引当金 217,848 243,653

  未払法人税等 177,543 247,199

  その他 ※2  923,557 1,160,304

  流動負債合計 9,001,702 7,915,750

 固定負債   

  社債 200,000 100,000

  長期借入金 4,710,610 5,132,603

  長期未払金 98,921 96,495

  役員退職慰労引当金 142,554 152,503

  退職給付に係る負債 560,722 533,379

  繰延税金負債 158,581 153,076

  その他 7,159 4,706

  固定負債合計 5,878,550 6,172,765

 負債合計 14,880,253 14,088,515

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,378,825 1,378,825

  資本剰余金 510,292 510,292

  利益剰余金 2,531,035 2,784,917

  自己株式 △16,664 △16,812

  株主資本合計 4,403,489 4,657,222

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △8,373 18,834

  為替換算調整勘定 △125,122 △218,511

  その他の包括利益累計額合計 △133,496 △199,676

 非支配株主持分 126,794 111,563

 純資産合計 4,396,787 4,569,110

負債純資産合計 19,277,041 18,657,625
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

売上高 7,903,658 9,148,189

売上原価 6,198,409 6,998,312

売上総利益 1,705,249 2,149,877

販売費及び一般管理費 ※1  1,302,921 ※1  1,422,401

営業利益 402,327 727,475

営業外収益   

 受取利息 12,517 12,986

 受取配当金 4,905 5,027

 持分法による投資利益 - 30,711

 その他 45,445 42,510

 営業外収益合計 62,868 91,235

営業外費用   

 支払利息 69,900 58,297

 手形売却損 13,931 9,497

 持分法による投資損失 20,936 -

 為替差損 16,404 145,041

 その他 34,780 13,975

 営業外費用合計 155,952 226,812

経常利益 309,243 591,899

特別利益   

 固定資産売却益 - 608

 特別利益合計 - 608

特別損失   

 解体撤去費用 - 31,600

 固定資産売却損 7,100 -

 固定資産除却損 767 417

 減損損失 - 17,010

 特別損失合計 7,867 49,028

税金等調整前四半期純利益 301,375 543,479

法人税、住民税及び事業税 132,493 225,337

法人税等調整額 8,232 △11,311

法人税等合計 140,726 214,026

四半期純利益 160,649 329,453

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

10,105 △15,228

親会社株主に帰属する四半期純利益 150,543 344,681
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

四半期純利益 160,649 329,453

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 4,122 27,206

 為替換算調整勘定 7,778 △81,747

 持分法適用会社に対する持分相当額 - △11,640

 その他の包括利益合計 11,901 △66,182

四半期包括利益 172,550 263,271

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 162,448 278,501

 非支配株主に係る四半期包括利益 10,101 △15,230
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 301,375 543,479

 減価償却費 219,038 240,940

 減損損失 - 17,010

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △22,589 △9,237

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △50,979 △27,343

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,585 9,949

 賞与引当金の増減額（△は減少） 20,696 25,804

 受取利息及び受取配当金 △17,423 △18,013

 支払利息 69,900 58,297

 手形売却損 13,931 9,497

 為替差損益（△は益） 25,407 18,001

 持分法による投資損益（△は益） 20,936 △30,711

 固定資産売却損益（△は益） 7,100 △608

 固定資産除却損 767 417

 売上債権の増減額（△は増加） 411,951 890,615

 たな卸資産の増減額（△は増加） △131,512 △80,337

 仕入債務の増減額（△は減少） △147,964 △355,387

 未払消費税等の増減額（△は減少） △1,864 60,004

 その他 △23,497 138,885

 小計 708,859 1,491,266

 利息及び配当金の受取額 21,728 16,693

 利息の支払額 △75,927 △75,215

 法人税等の支払額 △71,726 △164,507

 法人税等の還付額 8,628 12,692

 営業活動によるキャッシュ・フロー 591,563 1,280,930

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △119,896 △152,416

 有形固定資産の売却による収入 9,900 1,600

 無形固定資産の取得による支出 △2,745 △1,800

 貸付けによる支出 △42,706 △83,081

 貸付金の回収による収入 52,823 43,626

 定期預金の預入による支出 △5,005 △99,008

 定期預金の払戻による収入 26,363 5,000

 その他 △24,328 △21,366

 投資活動によるキャッシュ・フロー △105,596 △307,446
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 8,530,710 9,081,571

 短期借入金の返済による支出 △9,415,380 △10,328,523

 長期借入れによる収入 1,439,000 1,850,000

 長期借入金の返済による支出 △803,673 △1,213,596

 配当金の支払額 △76,767 △89,672

 その他 △26,449 △23,015

 財務活動によるキャッシュ・フロー △352,561 △723,236

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,469 △15,360

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 131,935 234,886

現金及び現金同等物の期首残高 285,335 343,988

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  417,270 ※1  578,875
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日 至 平成28年10月31日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日 至 平成28年10月31日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
 

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 受取手形割引高

 

 
前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年10月31日)

受取手形割引高 3,156,490千円 3,274,261千円
 

 
※２　前連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、前連結会計年度末日満期手形が、前連結会計年度末

残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

（平成28年４月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年10月31日）

受取手形割引高 314,073千円 ―千円

支払手形 296,529 ―

その他（設備関係支払手形） 3,012 ―
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(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
至 平成28年10月31日)

運搬費 101,423千円 102,420千円

貸倒引当金繰入額 △22,589 △9,227 

役員報酬 96,439 108,383 

従業員給料及び手当 397,736 397,544 

賞与引当金繰入額 95,964 106,345 

退職給付費用 21,048 21,679 

役員退職慰労引当金繰入額 13,585 15,529 

旅費及び交通費 101,255 104,562 

減価償却費 37,528 37,290 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
至 平成28年10月31日)

現金及び預金 789,270千円 1,082,060千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △372,000 △503,185

現金及び現金同等物 417,270千円 578,875千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年５月１日 至 平成27年10月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年７月29日
定時株主総会

普通株式 77 3.0 平成27年４月30日 平成27年７月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年５月１日 至 平成28年10月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年７月27日
定時株主総会

普通株式 90 3.5 平成28年４月30日 平成28年７月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年５月１日 至 平成27年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

漁業関連事業 陸上関連事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 6,766,638 1,128,368 7,895,007 8,650 7,903,658

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 6,766,638 1,128,368 7,895,007 8,650 7,903,658

セグメント利益又は損失(△) 417,898 △15,901 401,997 329 402,327
 　
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械の製造・メンテナンス

等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年５月１日 至 平成28年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

漁業関連事業 陸上関連事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,781,623 1,362,282 9,143,905 4,284 9,148,189

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,781,623 1,362,282 9,143,905 4,284 9,148,189

セグメント利益又は損失(△) 688,936 39,424 728,360 △884 727,475
 　
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械の製造・メンテナンス

等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

 

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年５月１日
至 平成27年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
至 平成28年10月31日)

　 １株当たり四半期純利益金額 58円03銭 132円86銭

 (算定上の基礎)   

  親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 150,543 344,681

  普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

  普通株式に係る親会社株主に帰属する
  四半期純利益金額(千円)

150,543 344,681

  普通株式の期中平均株式数(千株) 2,594 2,594
 

 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　平成28年11月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

 
(重要な後発事象)

株式の併合及び単元株式数の変更

当社は、平成28年７月27日開催の第115回定時株主総会において、単元株式数の変更（1,000株を100株に変更）及

び株式併合（10株を１株に変更）が承認可決されました。当該決議に基づき、平成28年11月１日付で、平成28年10

月31日の最終の株主名簿に記載された株主の所有株式数を基準に、普通株式について10株を１株の割合で株式併合

を実施しております。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成28年12月５日

日東製網株式会社

取締役会  御中

 

東陽監査法人
 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   野   邊   義   郎   印

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   久   貝   陽   生   印

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   安   田      宏      印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東製網株式会

社の平成28年５月１日から平成29年４月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年８月１日から平成

28年10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年５月１日から平成28年10月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東製網株式会社及び連結子会社の平成28年10月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、平成28年７月27日開催の定時株主総会に基づき、平成28年11月１日付で株

式併合及び単元株式数の変更を行っている。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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